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会
員
募
集

　
◆
東
久
留
米
紙
芝
居
サ
ー
ク
ル「
い
ず
み
」　
第

１
水
曜
日
午
前　
時
～
正
午
、
中
央
図
書
館
で
。

１０

会
費
年
１
２
０
０
円
。
紙
芝
居
に
興
味
を
お
持
ち

の
方
、
お
好
き
な
方
は
ど
な
た
で
も
歓
迎
。
見
学

可
。
詳
し
く
は 
桂 ☎
４
７
４
・
７
１
６
５
へ
。

か
つ
ら

　
◆
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
（
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
供
草
の

実
会
僑） 
毎
週
日
曜
日
正
午
～
午
後
５
時
、西
部
地

域
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
５
０
０
円
、
月
３
０
０

円
他
。
初
心
者
歓
迎
。
学
び
な
が
ら
楽
し
む
マ
ー

ジ
ャ
ン
会
で
す
。
年
２
回
懇
親
マ
ー
ジ
ャ
ン
大
会

を
し
ま
す
。
詳
し
く
は
市
橋
☎
０
９
０
・
９
１
５

８
・
８
４
０
２
へ
。

　
◆
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球「
球
友
会
」　
毎
週
土
曜

日
午
後
１
時
～
５
時
、
東
本
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ル
で
。
会
費
３
カ
月
１
０
０
０
円
。　

歳
以
６０

上
の
方
。
健
康
と
仲
間
づ
く
り
。
詳
し
く
は
宮
下

☎
４
７
４
・
０
１
８
５
へ
。

　
◆
手
作
り
ア
ク
セ
サ
リ
ー
工
房　
第
１
・
第
３

火
曜
日
午
前　
時
～　
時
半
、
南
部
地
域
セ
ン

１０

１１

タ
ー
他
で
。
入
会
金
５
０
０
円
。
参
加
費
１
回
１

０
０
０
円
。
手
作
り
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
り
ま

し
ょ
う
。
指
先
を
使
う
楽
し
さ
を
体
験
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
本
橋
☎
０
９
０
・
６
７
０
８
・
９
７
９

１
へ
。

　
◆
ゼ
ロ
か
ら
始
め
る
中
高
年
の
英
会
話　
毎
週

日
曜
日
午
後
２
時
～
３
時
半
他
、
中
央
地
区
セ
ン

タ
ー
他
で
。
参
加
費
１
回
５
０
０
円
。
中
学
１
・

２
年
生
の
教
科
書
で
英
会
話
を
学
び
ま
す
。
一
緒

に
始
め
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は 
細  
貝 
☎
０
８
０
・

ほ
そ 
か
い

４
３
３
２
・
１
６
７
１
へ
。

催

し

　
◆
歳
末
助
け
合
い
バ
ザ
ー
（
東
久
留
米
明
る
い

社
会
を
つ
く
る
市
民
の
会
）　　
月　
日（
日
）午

１１
１７

前　
時
～
午
後
２
時
、
Ｊ
Ａ
東
京
み
ら
い
農
業
協

１０
同
組
合
駐
車
場
（
幸
町
３
ノ
７
ノ
２
）
で
。
参
加

費
無
料
。
焼
き
そ
ば
、
か
ら
揚
げ
、
豚
汁
、
雑
貨
、

お
汁
粉
、
綿
あ
め
、
そ
の
他
多
数
。
詳
し
く
は 
翁 

お
き
な

☎
０
９
０
・
２
１
７
４
・
９
３
８
２
へ
。

　
◆
社
交
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー（
ス
ワ
ン
の
会
）　

　
月　
日
（
金
）
午
後
１
時
半
～
４
時
、
市
民
プ

１１
２２
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
。
参
加
費
２
０
０
円
。
秋
風
に

乗
っ
て
楽
し
い
ダ
ン
ス
で
さ
わ
や
か
な
汗
を
か
き

ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
北
村
☎
０
９
０
・
５
４
４

９
・
３
６
３
１
へ
。

　
◆
社
交
ダ
ン
ス
の
集
い
（
東
久
留
米
市
ダ
ン
ス

連
盟
）　　
月　
日
（
日
）
午
後
１
時
～
４
時
、
ス

１１
１７

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。
参
加
費
５
０
０
円
。
生
バ

ン
ド
で
社
交
ダ
ン
ス
を
踊
り
ま
し
ょ
う
。
マ
ド
ン

ナ
席
あ
り
。
送
迎
バ
ス
あ
り
。
詳
し
く
は 
西  
垣  
内 

に
し 
が
き 
う
ち

☎
０
９
０
・
１
８
８
５
・
８
８
５
６
へ
。

　
◆
社
交
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
（
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー

ダ
ン
ス
）　　
月
８
日
（
日
）
午
後
１
時
半
～
４
時
、

１２

東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
参
加
費
３
０
０
円
。
ク

リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
ダ
ン
ス
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。
ミ
キ
シ
ン
グ
・
ト
ラ
イ
ア
ル
。
詳
し

く
は
馬
場
☎
０
９
０
・
９
８
５
２
・
１
１
０
２
へ
。

　
◆
楽
し
く
学
ぶ
初
め
て
の
ギ
タ
ー
（
く
る
め

シ
ッ
ク
ス
ス
ト
リ
ン
グ
ス
）　　
月
６
日（
金
）午

１２

後
４
時　
分
～　
日
（
金
）
午
後
６
時
、
生
涯
学

１５

２０

習
セ
ン
タ
ー
学
習
室
で
。
参
加
費
２
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）。
ギ
タ
ー
の
正
し
い

フ
ォ
ー
ム
、
音
符
の
読
み
方
か
ら
ゆ
っ
く
り
丁
寧

に
。
詳
し
く
は
天
野
☎
０
９
０
・
４
９
１
３
・
３

７
６
１
へ
。

　
◆
バ
ザ
ー（
し
ん
か
わ
保
育
園
父
母
会
）　　
月
１１

　
日
（
日
）
午
前　
時
～
正
午
（
雨
天
決
行
）、
し

１７

１０

ん
か
わ
保
育
園
（
新
川
町
１
ノ
１
ノ　
）
で
。
入

１２

場
料
無
料
。
古
着
、
お
も
ち
ゃ
、
ゲ
ー
ム
な
ど
多

数
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は 
竹
渕 ☎
４
７
４
・
６
６
５
４
へ
。

た
け
ぶ
ち

　
◆
東
久
留
米
う
た
う
会
例
会
（
東
久
留
米
う
た

う
会
）　　
月
７
日
（
土
）
午
後
２
時
～
４
時　
分
、

１２

１５

南
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
参
加
費
３
０
０
円
。
恒

例
の
年
末
ク
リ
ス
マ
ス
歌
う
会
で
す
。
な
つ
か
し

い
歌
、
や
さ
し
い
唱
歌
を
歌
い
ま
し
ょ
う
。
詳
し

く
は
湯
田
☎
４
７
４
・
７
９
９
２
へ
。

　
◆
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
の
ご
案
内
（
花
み

ず
き
の
会
）　　
月　
日（
祝
）～
２
年
１
月　
日

１１
２３

１２

（
日
）
の
午
後
４
時
半
～
翌
日
午
前
０
時
、
東
久

留
米
駅
西
口
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
周
辺
で
。
入
場
料
無
料
。

今
年
で　
年
目
に
な
り
ま
す
。
皆
で
ア
イ
デ
ア
を

１５

出
し
な
が
ら
飾
り
付
け
ま
し
た
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
佐
藤
☎
０
９
０
・
５
３
９
６
・
４
５
４

４
へ
。

　
◆
バ
ザ
ー（
は
く
さ
ん
保
育
園
父
母
会
）　　
月
１１

　
日
（
祝
）
午
前　
時
半
か
ら
、
は
く
さ
ん
保
育

２３

１０

園
（
下
里
３
ノ
２
ノ　
）
で
。
入
場
料
無
料
。
子

２３

ど
も
服
、
雑
貨
、
お
も
ち
ゃ
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

詳
し
く
は
太
田
☎
４
７
３
・
９
６
４
３
へ
。

　
◆
ク
リ
ス
マ
ス
ラ
イ
ア
ー
コ
ン
サ
ー
ト
（
南
沢

シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
子
ど
も
園
を
育
て
る
会
）　　
月
１２

８
日
（
日
）
１
部
が
午
前　
時　
分
か
ら
、
２
部

１０
１５

が　
時
半
か
ら
、
３
部
が
午
後
２
時
か
ら
、
自
由

１１
学
園
み
ら
い
か
ん（
学
園
町
１
ノ
９
ノ　
）で
。
入

１６

場
料
は
１
・
２
部
が
大
人
（
中
学
生
以
上
）
１
０

０
０
円
、子
ど
も（
２
歳
以
上
）５
０
０
円
、抱
っ

こ
の
赤
ち
ゃ
ん
は
無
料
、
３
部
が
２
０
０
０
円
、

中
学
生
以
下
は
１
０
０
０
円
。
ラ
イ
ア
ー（
竪
琴
）

演
奏
他
、
天
然
素
材
の
手
作
り
お
も
ち
ゃ
、
ク
リ

ス
マ
ス
関
連
商
品
の
販
売
な
ど
。
詳
し
く
は
浅
羽

☎
４
７
０
・
０
８
４
３
（
電
子
メ
ー
ル
はlyre.

kodomoen@
gmail.com

）
へ
。

　
暴
力
は
、
い
か
な
る
理
由
が

あ
っ
て
も
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
配

偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
、
性
犯
罪
、

売
買
春
、
人
身
取
引
、
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー

カ
ー
行
為
な
ど
、
女
性
に
対
す
る

暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を
著
し
く

侵
害
す
る
も
の
で
す
。

　
運
動
期
間
中
、
市
役
所
１
階
お

よ
び
２
階
の
男
女
平
等
推
進
セ
ン

タ
ー
で
関
連
展
示
を
開
催
し
ま
す
。

知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・ 

バ
イ
オ
レ
ン
ス（
Ｄ
Ｖ
）

　
配
偶
者
や
恋
人
な
ど
、
親
密
な

関
係
の
相
手
か
ら
ふ
る
わ
れ
る
暴

力
を
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ

レ
ン
ス（
Ｄ
Ｖ
）と
い
い
ま
す
。　

交
際
中
の
カ
ッ
プ
ル
の
間
で
起
こ

る
暴
力
は
「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

◎
暴
力
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
態

　
暴
力
は
殴
る
、
蹴
る
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
多
く
の
場
合
、
複

数
の
形
態
が
重
な
り
、
被
害
者
に

恐
怖
心
を
与
え
ま
す
。
ま
た
、
被

害
者
に
よ
っ
て
は
緊
張
感
、
無
力

感
、
劣
等
感
な
ど
、
恐
怖
心
と
は

別
の
感
じ
方
で
支
配
と
暴
力
を
感

じ
ま
す
。

　
で
は
、
ど
ん
な
こ
と
が
暴
力
な

の
で
し
ょ
う
か
。
暴
力
形
態
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
身
体
的
暴
力
＝
殴
る
、
蹴
る
、

物
を
な
げ
つ
け
る
な
ど
▼
精
神
的

暴
力
＝
大
声
で
ど
な
る
、
の
の
し

る
、
無
視
す
る
な
ど
▼
性
的
暴
力

＝
性
行
為
を
強
要
す
る
、
避
妊
に

協
力
し
な
い
な
ど
▼
経
済
的
暴
力

＝
生
活
費
を
渡
さ
な
い
、
外
で
働

く
こ
と
を
妨
害
す
る
な
ど
▼
社
会

的
暴
力
＝
実
家
や
親
族
、
友
人
と

の
つ
き
あ
い
を
制
限
す
る
、
電
話

や
メ
ー
ル
な
ど
で
行
動
を
細
か
く

チ
ェ
ッ
ク
す
る
な
ど
▼
子
ど
も
を

利
用
し
た
暴
力
＝
目
の
前
で
子
ど

も
に
暴
力
を
ふ
る
う
、
子
ど
も
へ

の
加
害
行
為
を
ほ
の
め
か
す
な
ど

◎
被
害
者
に
与
え
る
影
響

　
暴
力
は
ケ
ガ
な
ど
の
身
体
的
な

影
響
だ
け
で
な
く
、
精
神
的
に
も

著
し
い
損
傷
を
与
え
ま
す
。
不
眠
、

頭
痛
、
摂
食
障
害
な
ど
の
症
状
や
、

仕
事
や
対
人
関
係
が
困
難
に
な
る

な
ど
の
影
響
が
生
じ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
を
正
し
く
知
る
た
め
に

◎
暴
力
を
ふ
る
う
人
っ
て
ど
ん
な
人
？

　
Ｄ
Ｖ
は
加
害
者
、
被
害
者
に
特

定
の
タ
イ
プ
は
な
く
、
年
齢
・
職

業
・
社
会
的
地
位
・
学
歴
・
職
種
・

年
収
な
ど
に
関
わ
り
な
く
起
こ
り

ま
す
。
加
害
者
は
家
庭
の
外
で
は

温
厚
で
人
当
た
り
が
よ
く
、
社
会

的
信
用
が
あ
る
人
で
あ
る
こ
と
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
な
ぜ
暴
力
か
ら
逃
げ
な
い
の
？

　
被
害
者
は
暴
力
に
耐
え
続
け
る

生
活
の
中
で
、
心
身
と
も
に
深
く

傷
つ
き
、
生
活
面
で
も
大
き
な
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
の

結
果
、
逃
げ
た
く
て
も
逃
げ
ら
れ

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
で
は
、な
ぜ
被
害
者
は「
逃
げ
な

い
」「
逃
げ
ら
れ
な
い
」
の
で
し
ょ

う
か
。
主
な
理
由
と
し
て
、
次
の

よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
恐
怖
感
＝
逃
げ
た
ら
も
っ
と
ひ

ど
い
目
に
あ
う
か
も
し
れ
な
い
な

ど
の
強
い
恐
怖
感
を
抱
い
て
い
る

▼
無
力
感
＝
暴
力
を
ふ
る
わ
れ
続

け
た
こ
と
に
よ
り
、
無
力
感
や
絶

望
感
に
打
ち
の
め
さ
れ
て
い
る
▼

複
雑
な
心
理
＝
「
い
つ
か
変
わ
っ

て
く
れ
る
の
で
は
」「（
暴
力
を
ふ

　
　
月　
日
（
土
）、　

月
１
日
（
日
）
の
い
ず
れ
も
午
前　
時
～

１１

３０

１２

１０

午
後
３
時
に
、
市
民
プ
ラ
ザ
お
よ
び
市
役
所
１
階
屋
内
・
屋
外
ひ

ろ
ば
で
「
く
ら
し
フ
ェ
ス
タ
く
る
め
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
同
フ
ェ
ス
タ
は
、
消
費
者
意
識
を
高
め
、
消
費
生
活
の
向
上
を

図
る
た
め
に
、
実
行
委
員
会
と
市
の
共
催
で
毎
年
開
催
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
「
持
続
可
能
な
消
費
生
活
～
人
や
環
境
へ
の
思
い
や

り
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
市
内
で
活
動
す
る
消
費
者
団
体
な
ど
の
パ

ネ
ル
展
示
を
中
心
に
、
講
演
や
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
生
活
文
化
課
☎
４
７
０
・
７
７
３
８
へ
。

　

月　

日（
土
）の
イ
ベ
ン
ト

１１

３０

市
役
所
1
階
屋
内 

・
屋
外
ひ
ろ
ば 

●
開
会
式
・
く
る
め
の
く
ら
し
作

品
展
表
彰
式

　
入
賞
し
た
方
を
招
い
て
表
彰
式

を
行
い
ま
す

　
【
時
間
】午
前　
時
か
ら（
作
品

１０

展
は
開
催
中
随
時
）

●
大
道
芸
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

　
【
時
間
】
午
前　
時
か
ら

１１

　
【
費
用
】
無
料

　
当
日
直
接
会
場
へ
。

●
米
ぬ
か
カ
イ
ロ

　
【
時
間
】
午
後
１
時
か
ら

　
【
材
料
費
】
３
０
０
円

　
当
日
直
接
会
場
へ
。

●
つ
る
し
び
な
作
り

　
【
時
間
】
午
前　
時
か
ら

１０

　
【
材
料
費
】
５
０
０
円

　
当
日
直
接
会
場
へ
。

●
地
場
産
野
菜
の
直
売
会

　
【
時
間
】午
前　
時
か
ら（
野
菜

１０

が
無
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

荒
天
中
止
）

市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

●
ミ
ニ
講
座
と
図
書
展
示
「
暮
ら

し
の
知
恵
を
生
か
す
防
災
」
～
男

女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
主
催

　
【
時
間
】
正
午
～
午
後
２
時
半

（
ミ
ニ
講
座
＋
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
＝
１

回
目
が
正
午
か
ら
、
２
回
目
が
午

後
１
時　
分
か
ら
）

１５

　
当
日
直
接
会
場
へ
。

　

月
１
日（
日
）の
イ
ベ
ン
ト

１２市
役
所
1
階
屋
内 

・
屋
外
ひ
ろ
ば 

●
け
し
ご
む
ハ
ン
コ
で
カ
ー
ド
作

り
他
　
【
時
間
】
午
前　
時
か
ら

１０

　
【
材
料
費
】
１
０
０
円
か
ら

　
当
日
直
接
会
場
へ
。

●
和
（
な
ご
み
）
音
楽
ス
テ
ー
ジ

　
【
時
間
】
午
前　
時
半
か
ら

１１

　
【
費
用
】
無
料

　
当
日
直
接
会
場
へ
。

●
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
包
丁
研
ぎ

　
【
時
間
】午
前　
時
～
正
午
に
預

１０

か
り
、
午
後
２
時
～
３
時
に
返
却

　
【
対
象
】
事
前
予
約
済
み
の
方

市
民
プ
ラ
ザ
会
議
室

●
お
も
ち
ゃ
病
院

　
【
時
間
】午
後
２
時
～
３
時
受
け

取
り
　
※
事
前
予
約
の

方
の
み
。
当
日
は

お
も
ち
ゃ
の
受
け

取
り
の
み
。

市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

●
特
別
記
念
講
演
「 
渓 
な
つ
き
さ

け
い

ん
ト
ー
ク
＆
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
」

　
東
久
留
米
市
出
身
で
、
宝
塚
歌

劇
団
や
劇
団
四
季
で
活
躍
さ
れ
た

講
師
の
こ
こ
だ
け
の
お
話
と
素
敵

な
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
で
す
。

　
【
時
間
】
午
後
１
時
半
か
ら

　
【
定
員
】
先
着　
人
８０

　
【
講
師
】歌
手
で
Ｆ
Ｍ
ひ
が
し
く

る
め
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
渓
な

つ
き
氏

　
【
参
加
費
】
無
料

　
当
日
直
接
会
場
へ
。

協
力
団
体
の
パ
ネ
ル
展
示

●
東
京
都
計
量
検
定
所

２
日
間
共
通
の
イ
ベ
ン
ト

市
役
所
１
階
屋
内 

・
屋
外
ひ
ろ
ば

●
プ
チ
マ
ル
シ
ェ

　
お
い
し
い
・
か
わ
い
い
・
あ
た

た
か
い
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
食
品

や
雑
貨
、
柳
久
保
小
麦
の
パ
ン
な

ど
を
販
売
し
ま
す
。

　
【
時
間
】午
前　
時（
店
舗
に
よ

１０

り　
時
）
か
ら

１１
●
ヒ
ン
メ
リ
作
り

　
【
時
間
】
午
後
１
時
か
ら

　
【
材
料
費
】
実
費

　
当
日
直
接
会
場
へ
。

●
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

　
【
時
間
】
午
前　
時
か
ら

１０

●
消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
市

消
費
者
セ
ン
タ
ー
）

　
【
時
間
】開
催
中
随
時
受
け
付
け

●
０
円
リ
サ
イ
ク
ル

　
【
時
間
】
開
催
中
随
時

　
※
参
加
団
体
が
出
品
し
ま
す
。

来
場
者
か
ら
の
リ
サ
イ
ク
ル
品
の

出
品
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

参
加
団
体
の
パ
ネ
ル
展
示

◎
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
す

＝
パ
ネ
ル
を
見
な
が
ら
ク
イ
ズ
ラ

リ
ー
に
お
答
え
い
た
だ
い
た
方
に

は
、「
地
場
産
野
菜
」
か
「
柳
久
保

か
り
ん
と
う
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
（
無
く
な
り
次
第
終
了
）。

●
市
内
に
住
む
外
国
人
で
、
最
近

は
ベ
ト
ナ
ム
人
が
急
増
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
そ
の
ベ
ト
ナ
ム
を
市

民
の
皆
さ
ん
に
紹
介
し
ま
す
（
カ

モ
ん
会
・
東
久
留
米
国
際
友
好
ク

ラ
ブ
）

●
「『
フ
レ
イ
ル
』
っ
て
何
？
」

「
フ
レ
イ
ル
予
防
に
は
ど
ん
な
栄

養
を
摂
れ
ば
い
い
？
」
楽
し
く
、

お
い
し
く
食
べ
る
為
の
豆
知
識

（
西
都
保
健
生
活
協
同
組
合
）

●
あ
な
た
は
電
気
を
選
ん
で
い
ま

す
か
。
パ
ル
シ
ス
テ
ム
で
ん
き
発

電
産
地
パ
ネ
ル
で
、
電
気
の
何
が

違
う
の
か
を
知
り
ま
し
ょ
う
（
生

活
協
同
組
合
パ
ル
シ
ス
テ
ム
東

京 
清
瀬
委
員
会
）

●
地
域
で
生
活
し
て
い
る
外
国
の

方
に
聞
い
て
み
ま
す
。「
何
を
ど

こ
で
買
う
の
？
」「
基
準
は
何
？
」、

買
物
で
困
っ
た
事
な
ど
、
お
楽
し

み
に
（
東
久
留
米
に
ほ
ん
ご
ク
ラ

ス
）

●
市
内
に
あ
る
小
山
茶
園
で
の
緑

地
保
全
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

お
い
し
い
お
茶
の
試
飲
も
で
き
ま

す
（
東
久
留
米
小
山
茶
園
サ
ポ
ー

タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
）

●
ま
ち
の
た
た
ず
ま
い
と
暮
ら
し

を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
考

え
て
い
ま
す
。
暮
ら
し
に
寄
せ
る

ご
意
見
を
交
換
し
ま
し
ょ
う
（
東

久
留
米
ま
ち
づ
く
り
の
会
）

●
市
内
サ
ー
ク
ル
・
団
体
の
イ
ベ

ン
ト
情
報
や
活
動
を
い
ち
早
く
お

届
け
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
く
る

く
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
ご
紹
介
（
く

る
く
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
）

●
「
み
ん
な
で
食
べ
る
と
楽
し
い

ね
」
市
内
５
カ
所
で
「
子
ど
も
食

堂
」
を
開
い
て
い
ま
す
（
東
久
留

米
子
ど
も
食
堂
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
＊

こ
ね
っ
と
）

●
生
協
の
垣
根
を
越
え
て
、
誰
も

が
「
自
分
ら
し
く
」
安
心
し
て
生

活
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
（
東
久
留
米
市
ま
ち
づ
く

り
「
生
協
の
わ
」）

●
「
や
さ
し
い
・
ま
ち
づ
く
り
」

「
つ
な
が
り
の
あ
る
・
ま
ち
づ
く

り
」「
あ
ん
し
ん
な・ま
ち
づ
く
り
」

を
サ
ポ
ー
ト（
ま
ち
さ
ぽ
）（
ま
ち

づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）

●
東
久
留
米
の
消
費
者
相
談
の
傾

向
と
、
ご
相
談
の
多
い
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

消
費
者
相
談
も
受
け
付
け
ま
す

（
東
久
留
米
市
消
費
者
セ
ン

タ
ー
）

協
力
団
体
の
パ
ネ
ル
展
示

●
一
般
財
団
法
人　
関
東
電
気
保

安
協
会
多
摩
事
業
本
部

●
東
京
ガ
ス
ラ
イ
フ
バ
ル
西
東
京

東
久
留
米
支
店

　
圏
域
５
市
（
小
平
市
、
東
村
山

市
、
清
瀬
市
、
東
久
留
米
市
、
西

東
京
市
）
を
巡
回
し
て
開
催
し
て

い
る「
多
摩
北
部
５
市
美
術
家
展
」

を
、
今
年
度
は
西
東
京
市
で
開
催

し
ま
す
。
圏
域
を
代
表
す
る
著
名

な
画
家
の
作
品
を
所
属
美
術
団
体

な
ど
の
会
派
を
超
え
て
一
堂
に
展

示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 　

主
催
は
多
摩
北
部
都
市
広
域
行

政
圏
協
議
会
。
企
画
運
営
は
多
摩

北
部
５
市
美
術
家
展
実
行
委
員
会
。

　
【
日
時・内
容
】
展
覧
会
＝　
月
１１

　
日
（
金
）
～　
日
（
木
）
の
午

２２

２８

前　
時
～
午
後
６
時
▼
イ
ベ
ン
ト

１０
＝　
月　
日
（
火
）
午
前　
時
半

１１

２６

１０

～　
時
と　
時
半
～
正
午
に
「
対

１１

１１

話
に
よ
る
美
術
鑑
賞
」
体
験
会
を

開
催
し
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
楽
し
め
る
体
験
会
で
す
。
対

話
を
し
な
が
ら
美
術
鑑
賞
を
し
て

み
ま
せ
ん
か

　
【
会
場
】西
東
京
市
南
町
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
き
ら
っ

と（
西
東
京
市
南
町
５
ノ
６
ノ
５
）

　
※
西
武
新
宿
線
田
無
駅
南
口
か

ら
徒
歩
４
分

　
【
入
場
料
】
無
料

　
詳
し
く
は
西
東
京
市
文
化
振
興

課
☎
４
３
８
・
４
０
４
０
へ
。

　
選
挙
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
作
成

を
通
じ
て
、
将
来
の
有
権
者
で
あ

る
児
童
・
生
徒
と
そ
の
家
族
が
選

挙
を
身
近
に
感
じ
る
と
同
時
に
、

選
挙
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ

た
同
コ
ン
ク
ー
ル
に
、
市
内
の

小
・
中
学
生
か
ら
多
数
の
応
募
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
応
募
作
品
１

７
８
点
の
中
か
ら
優
秀
作
品
を
含

る
わ
れ
る
の
は
）
私
が
悪
い
か
ら

だ
」
な
ど
の
思
い
を
抱
い
て
い
る

▼
経
済
的
問
題
＝
経
済
力
が
な
く
、

逃
げ
た
後
の
生
活
に
不
安
が
あ
る

▼
子
ど
も
の
問
題
＝
子
ど
も
の
安

全
や
就
学
の
問
題
な
ど
が
気
に
か

か
る
▼
失
う
も
の
＝
こ
れ
ま
で
築

い
て
き
た
人
間
関
係
や
生
活
の
多

く
の
も
の
を
失
う
こ
と
に
対
す
る

不
安

◎
子
ど
も
の
た
め
に
我
慢
す
る
べ

き
か
？

　
子
ど
も
に
親
の
間
に
起
こ
る
暴

力
を
見
せ
る
こ
と
や
聞
か
せ
る
こ

と
は
児
童
虐
待
に
な
り
ま
す
。
暴

力
を
目
撃
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も

は
不
安
を
感
じ
、
落
ち
着
き
が
な

く
な
っ
た
り
、
人
間
関
係
が
う
ま

く
築
け
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

感
情
表
現
や
問
題
解
決
の
手
段
と

し
て
暴
力
を
用
い
る
こ
と
を
学
習

し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
Ｄ
Ｖ
の
あ
る
家
庭
で
は
、
子
ど

も
自
身
へ
の
身
体
的
虐
待
や
性
的

虐
待
な
ど
の
幼
児
・
児
童
虐
待
が

存
在
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◎
Ｄ
Ｖ
は
家
庭
の
問
題
？

　
た
と
え
家
庭
内
で
も
暴
力
は
許

さ
れ
ま
せ
ん
。
Ｄ
Ｖ
は
犯
罪
で
す
。

児
童
虐
待
、
高
齢
者
虐
待
や
障
害

者
虐
待
と
と
も
に
、
誰
も
が
身
近

な
問
題
と
捉
え
、
社
会
全
体
で
解

決
し
て
い
く
べ
き
問
題
で
す
。

あ
な
た
が
で
き
る
こ
と

◎
あ
な
た
が
相
談
さ
れ
た
ら

　
自
分
が
受
け
て
い
る
暴
力
の
こ

と
を
誰
か
に
話
す
の
は
と
て
も
勇

気
の
い
る
こ
と
で
す
。
話
を
し
て

く
れ
た
こ
と
へ
の
敬
意
を
伝
え
る

と
と
も
に
、
話
を
否
定
せ
ず
受
け

止
め
ま
し
ょ
う
。
被
害
者
の
意
思

を
尊
重
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
個
人
で
解
決
し
よ
う
と
せ

ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
・
支
援
機

関
に
繋
げ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
悩
ん
で
い
る
あ
な
た
へ

　
「
自
分
が
悪
い
か
ら
仕
方
な
い
」

「
自
分
さ
え
我
慢
す
れ
ば
」
と

思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
た
と
え
夫
婦
間
、
恋
人
間
で

あ
っ
て
も
暴
力
は
決
し
て
許
さ
れ

ま
せ
ん
。
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
生
活
文
化
課
男
女
共

同
参
画
係
☎
４
７
０
・
７
７
３
８

へ
。

　
　
月
４
日（
水
）～　
日（
火
）は

１２

１０

第　
回
人
権
週
間
で
す
。
国
で
は
、

７１
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た　
１２

月　
日
を
最
終
日
と
す
る
１
週
間

１０
を「
人
権
週
間
」に
定
め
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
誰
も
が
人
間
ら
し

く
、
幸
せ
に
生
き
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
身
の
回
り
に

は
、
女
性
に
対
す
る
差
別
、
子
ど

も
や
高
齢
者
へ
の
虐
待
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
問
題
へ
の
理
解
や
情
報

の
不
足
か
ら
、
無
意
識
の
う
ち
に

偏
見
や
差
別
意
識
な
ど
を
持
っ
て

い
ま
せ
ん
か
。
お
互
い
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
る
住
み
よ
い
社
会
を
つ

く
る
た
め
に
、
家
庭
や
職
場
、
学

校
、
地
域
社
会
な
ど
の
身
近
な
場

面
に
お
い
て
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
に
人
権
に
対
す
る
正
し
い
理
解

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
人
権
週
間
市
民
の
つ
ど
い

　
市
で
は
、
人
権
週
間
の
事
業
と

し
て「
人
権
週
間
市
民
の
つ
ど
い
」

を
開
催
し
ま
す
。
同
つ
ど
い
で
は
、

市
内
小
・
中
学
生
か
ら
募
集
し
た

作
文
の
発
表
や
標
語
・
ポ
ス
タ
ー

な
ど
の
展
示
を
し
ま
す
。

　
【
日
時
】　

月
７
日
（
土
）
午
後

１２

２
時
半
～
３
時
半

　
【
会
場
】
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

（
市
役
所
１
階
）

　
【
入
場
料
】
無
料

　
【
そ
の
他
】
磁
気
ル
ー
プ・手
話

通
訳
あ
り

　
当
日
直
接
会
場
へ
。

　
詳
し
く
は
生
活
文
化
課
☎
４
７

０
・
７
７
３
８
へ
。

　
広
報
９
月
１
日
号
で
お
知
ら
せ

し
た
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ト
イ
レ

改
修
工
事
の
期
間
が
再
度
変
更
に

な
り
、
次
の
と
お
り
に
決
ま
り
ま

し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
【
工
事
期
間
】　
月
中
旬
～
２
年

１１

３
月　
日
（
火
）

３１

　
工
事
期
間
中
は
工
事
を
行
っ
て

い
る
階
の
ト
イ
レ
が
使
用
で
き
な

い
ほ
か
、
作
業
音
な
ど
ご
不
便
を

お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
生
涯
学
習
課
生
涯
学

習
係
☎
４
７
０
・
７
７
８
４
へ
。

　
令
和
元
年
の
市
内
に
お
け
る
火

災
件
数
は
、　

月
１
日
現
在
で　

１０

２０

件（
前
年
同
時
期
比
プ
ラ
ス
１
件
）

で
す
。
こ
れ
か
ら
冬
に
向
か
っ
て

寒
く
な
り
空
気
が
乾
燥
し
、
例
年

火
災
が
増
加
す
る
季
節
と
な
り
ま

す
。
次
の
点
を
確
認
し
て
、
火
災

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
注
意
し
、

尊
い
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◎
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
タ
バ
コ
火
災

　
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
▼

吸
い
殻
を
灰
皿
に
た
め
な
い
▼
吸

い
殻
は
水
で
完
全
に
消
し
て
か
ら

廃
棄
す
る
▼
火
種
を
落
と
さ
な
い

よ
う
安
全
な
場
所
で
喫
煙
す
る

◎
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
ス
ト
ー
ブ
火
災

　
就
寝
時
や
外
出
時
は
必
ず
ス

ト
ー
ブ
を
消
す
▼
ス
ト
ー
ブ
の
周

り
に
可
燃
物
を
置
か
な
い
▼
給
油

時
は
必
ず
消
し
て
か
ら
行
う
▼
ス

ト
ー
ブ
を
布
団
や
カ
ー
テ
ン
の
近

く
に
置
か
な
い

◎
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
コ
ン
ロ
火
災

　
調
理
中
に
コ
ン
ロ
か
ら
離
れ
な

い
▼
周
囲
に
燃
え
や
す
い
物
を
置

か
な
い
▼
防
炎
製
品
の
エ
プ
ロ
ン

や
ア
ー
ム
カ
バ
ー
を
使
用
す
る
▼

安
全
機
能
装
置
付
き
コ
ン
ロ
を
使

　
　
月
４
日
～　
日
は
人
権
週
間

１２

１０

で
す
。
こ
の
期
間
に
合
わ
せ
て
、

「
シ
ネ
マ
d
e
お
し
ゃ
べ
り
～
高

校
生
と
考
え
る
性
の
多
様
性
～
」

を
開
催
し
ま
す
。
学
校
法
人
自
由

学
園
の
生
徒
の
皆
さ
ん
と
映
画

「
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
・
ミ
ル
ク
」
を
鑑

賞
し
て
感
想
を
語
り
合
い
、
性
の

多
様
性
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
【
日
時
】　

月
８
日
（
日
）
午
前

１２

　
時
～
午
後
０
時
半

１０
　
【
会
場
】市
役
所
７
階
７
０
４
会

議
室
　
【
映
画
の
内
容
】１
９
８
５
年
ア

カ
デ
ミ
ー
賞
最
優
秀
長
編
記
録
映

画
賞
受
賞
作
。
ゲ
イ
で
あ
る
と
カ

ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
し
て
、
全
米
初
の

公
職
に
就
い
た
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
・
ミ

ル
ク
の
活
動
と
暗
殺
を
追
っ
た
、

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
史
上
に

残
る
傑
作

▼
監
督
は
ロ
バ
ー
ト
・
エ
プ
ス
タ

イ
ン
氏
（
ア
メ
リ
カ
）
▼
１
９
８

４
年
公
開
▼　
分
８７

　
【
定
員
】　

人
（
要
申
し
込
み
）

２０

　
【
登
壇
者
】性
の
自
分
ら
し
さ
を

考
え
る
自
由
の
会
（
自
由
学
園
有

志
生
徒
団
体
）、
自
由
学
園
男
子

部
教
諭
の
高
野
慎
太
郎
氏

　
【
参
加
費
】
無
料

む　
点
を
展
示
し
ま
す
。

９７
　
【
展
示
日
時
】　
月　
日（
火
）～

１１

２６

　
日
（
木
）
午
前
９
時
～
午
後
８

２８時
（
初
日
は　
時
か
ら
、
最
終
日

１１

は
４
時
ま
で
）

　
【
展
示
会
場
】市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー

ル
（
市
役
所
１
階
）

　
詳
し
く
は
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
☎
４
７
０
・
７
７
７
７
（
内

線
３
４
１
０
・
３
４
１
１
）
へ
。

◎
犯
罪
被
害
者
週
間
と
は

　
国
で
は
、「
犯
罪
被
害
者
等
基

本
法
」
の
成
立
日
で
あ
る　
月
１

１２

日
を
最
終
日
と
す
る
１
週
間
を

「
犯
罪
被
害
者
週
間
」
に
定
め
て

い
ま
す
。
同
週
間
は
、
犯
罪
被
害

者
等
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
や
名

誉
、
生
活
の
平
穏
へ
の
配
慮
の
重

要
性
な
ど
に
つ
い
て
、
国
民
の
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

◎
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相
談
を

　
市
で
は
、
犯
罪
被
害
に
遭
わ
れ

た
方
や
そ
の
家
族
か
ら
の
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。「
誰
に
相
談
す

れ
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
」「
こ
れ

か
ら
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
分
か

ら
な
い
」
な
ど
お
困
り
の
際
は
、

市
役
所
の
関
係
部
署
や
各
専
門
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
、
問
題
解
決

に
向
け
て
お
手
伝
い
し
ま
す
。

◎
二
次
的
被
害
へ
の
配
慮
を

　
犯
罪
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
や
そ

の
家
族
は
、
生
命
・
身
体
・
財
産

な
ど
に
対
す
る
直
接
的
な
被
害
だ

け
で
な
く
、
被
害
後
に
生
じ
る
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
に
も
直
面
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
問
題
を
「
二
次
的
被

害
」
と
言
い
ま
す
。
主
な
も
の
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　
事
件
に
よ
る
精
神
的
シ
ョ
ッ
ク

や
身
体
の
不
調
▼
医
療
費
の
負
担

や
失
職
な
ど
に
よ
る
経
済
的
困
窮

▼
捜
査
や
裁
判
の
過
程
に
お
け
る

精
神
的
、
時
間
的
負
担
▼
周
囲
の

人
々
の
無
責
任
な
う
わ
さ
話
や
マ

ス
コ
ミ
の
取
材
、
報
道

　
犯
罪
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
や
そ

の
家
族
の
多
く
が「
二
次
的
被
害
」

を
受
け
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、

当
事
者
の
置
か
れ
た
状
況
や
心
理

状
態
を
よ
く
理
解
し
、
再
び
平
穏

な
生
活
が
取
り
戻
せ
る
よ
う
寄
り

添
う
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
詳
し
く
は
、
相
談
窓
口
で
あ
る

生
活
文
化
課
市
民
相
談
・
施
設
係

☎
４
７
０
・
７
７
３
８
（
土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
８
時

半
～
午
後
５
時
。
フ
ァ
ク
ス
４
７

２
・
１
１
３
１
）
へ
。

　
東
京
の
北
西
部
を
流
れ
る
野
火

止
用
水
の
沿
川
６
市
（
東
久
留
米

市
・
東
大
和
市
・
立
川
市
・
小
平

市
・
東
村
山
市
・
清
瀬
市
）
と
都

の
主
催
で
、
野
火
止
用
水
６
市
共

同
ク
リ
ー
ン
デ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
６
市
の
各
拠
点
か
ら
出
発

し
、
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
の
作
業
を
行

い
ま
す
。
野
火
止
用
水
に
興
味
が

あ
る
方
、
一
緒
に
ひ
と
汗
か
き
ま

せ
ん
か
。

　
【
日
時
】　

月
７
日
（
土
）
午
前

１２

９
時
半
集
合
、
正
午
ご
ろ
作
業
終

了
・
解
散

　
【
集
合
場
所
】野
火
止
遊
園（
野

火
止
２
ノ　
）
１１

　
【
そ
の
他
】２
歳
以
上
未
就
学
児

の
保
育
あ
り
。
定
員
５
人
。　

月
１１

　
日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で
に
要

２２予
約
　
申
し
込
み
と
詳
し
く
は　
月　
１１

１５

日
（
金
）
か
ら
電
話
（
４
７
２
・

０
０
６
１
）、
電
子
メ
ー
ル
（fifty

2@
city.higashikurume.lg.jp

）ま

た
は
直
接
男
女
平
等
推
進
セ
ン

タ
ー
（
市
役
所
２
階
、
土
曜
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～

午
後
５
時
）
へ
。

用
す
る

◎
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
電
気
火
災

　
コ
ン
セ
ン
ト
の
差
し
込
み
部
分

に
ほ
こ
り
が
た
ま
ら
な
い
よ
う
に

定
期
的
に
清
掃
す
る
▼
電
気
コ
ー

ド
の
折
れ
曲
が
り
、
家
具
の
下
敷

き
に
注
意
し
、
束
ね
て
使
用
し
な

い
▼
テ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ
は
決
め
ら

れ
た
電
気
容
量
を
超
え
な
い
よ
う

に
使
用
す
る

　
詳
し
く
は
東
久
留
米
消
防
署
予

防
課
防
火
査
察
係
☎
４
７
１
・
０

１
１
９
（
内
線
５
２
０
）
へ
。

　
【
対
象
】
市
内
在
住・在
勤
の
方

　
【
持
ち
物
】
軍
手

　
【
そ
の
他
】汚
れ
て
も
よ
い
服
装

で
　
申
し
込
み
と
詳
し
く
は　
月
２

１２

日
（
月
）
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は

直
接
環
境
政
策
課
緑
と
公
園
係
☎

４
７
０
・
７
７
５
３
へ
。

　
東
久
留
米
市
市
民
環
境
会
議

水
と
み
ど
り
部
会
で
は
、
市
民

公
募
に
よ
る
「
東
久
留
米
の
名

木
百
選
」
を
選
定
し
ま
し
た
。

選
定
さ
れ
た
１
０
０
本
の
名
木

は
、
広
報
紙
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
順
番
に
ご
紹
介
し
て
い
ま

↑
№　
　
樹
種
＝
ソ
メ
イ
ヨ
シ

５３

ノ
▼
場
所
＝ 
神  
明 
幼
稚
園
内
▼

し
ん め
い

選
定
理
由
＝
枝
を
四
方
八
方
に

バ
ラ
ン
ス
よ
く
伸
ば
し
、
開
花

時
に
は
巨
大
な
花
笠
と
な
る
立

派
な
木

↑
№　
　
樹
種
＝
ソ
メ
イ
ヨ
シ

５４

ノ
▼
場
所
＝ 
神  
山 
幼
稚
園
内
▼

こ
う や
ま

選
定
理
由
＝
葉
を
出
す
前
に
一

斉
に
咲
き
揃
う
、
日
本
を
代
表

す
る
桜

↑
№　
　
樹
種
＝
ソ
メ
イ
ヨ
シ

５５

ノ
▼
場
所
＝ 
宝  
泉  
寺 
境
内
▼
選

ほ
う せ
ん 
じ

定
理
由
＝
葉
を
出
す
前
に
一
斉

に
咲
き
揃
い
、
そ
の
美
し
さ
は

天
下
一
品

↑
№　
　
樹
種
＝
ソ
メ
イ
ヨ
シ

５６

ノ
▼
場
所
＝
西
口
北
公
園
内
▼

選
定
理
由
＝
公
園
の
中
央
に
大

き
く
伸
び
伸
び
と
広
が
り
、
春

に
な
る
と
美
し
い
花
を
咲
か
せ

る
。
毎
年
お
花
見
ラ
ン
チ
を
楽

し
ん
で
い
る

　
工
事
期
間
中
は
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
工
事
音
や
振
動
が
発
生
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
セ
ン

タ
ー
利
用
者
や
近
隣
の
皆
さ
ま

に
ご
不
便
や
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。　

　
【
工
事
期
間
】　
月
１
日（
日
）

１２

～　
日
（
金
）

２７
　
※
進
捗
状
況
に
よ
り
工
期
が

延
長
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
生
活
文
化
課
☎
４

７
０
・
７
７
３
８
へ
。

す
が
、
№　
～　
を
ご
紹
介
し

５３

５６

て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、

今
号
で
ご
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

順
番
が
前
後
し
た
こ
と
を
お
詫

び
い
た
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
環
境
政
策
課
☎
４

７
０
・
７
７
５
３
へ
。

配偶者からの暴力（DV）などで悩んでいる方への相談窓口
開設時間など電話番号相談窓口

土曜・日曜日、祝日、年末年始を除く
午前８時半～午後５時１５分４７０・７７３８東久留米市生活文化課

年末年始を除く午前９時～午後９時０３・５４６７・２４５５東京ウィメンズプラザ（女性用）
祝日、年末年始を除く
毎週月曜・水曜日の午後５時～８時
※被害者が男性の場合の相談窓口です。

０３・３４００・５３１３東京ウィメンズプラザ（男性
のための悩み相談）

土曜・日曜日、祝日、年末年始を除く
午前９時～午後４時０４２・５２２・４２３２東京都女性相談センター多摩

支所
※夜間・緊急の場合で、事件発生時は警察署☎110番（24時間対応）、その他は東京
都女性相談センター☎03・5261・3911へ。

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

火
災
か
ら
尊
い
命
を
守
ろ
う

第第　

回
く
ら
し
フ
ェ
ス
タ
く
る

回
く
ら
し
フ
ェ
ス
タ
く
る
めめ

４８４８
「
持
続
可
能
な
消
費
生

「
持
続
可
能
な
消
費
生
活活

～
人
や
環
境
へ
の
思
い
や
り
～

～
人
や
環
境
へ
の
思
い
や
り
～
」」

野
火
止
用
水
６
市
共

野
火
止
用
水
６
市
共
同同

ク
リ
ー
ン
デ
ー
参
加
者
募

ク
リ
ー
ン
デ
ー
参
加
者
募
集集

人
権
週
間
特
別
企
画

元
年
度明

る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ルル

作
品
展
を
開
催
し
ま

作
品
展
を
開
催
し
ま
すす

「
人
権
週
間
市
民
の
つ
ど
い
」を
開
催
し
ま

「
人
権
週
間
市
民
の
つ
ど
い
」を
開
催
し
ま
すす

み
ん
な
で
築
こ
う

人
権
の
世

み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世
紀紀

～
考
え
よ
う
相
手
の
気
持

　

～
考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ちち

未
来
へ
つ
な
げ
よ
う
違
い
を
認
め
合
う
心

未
来
へ
つ
な
げ
よ
う
違
い
を
認
め
合
う
心
～～

１１月１２１１月１２日日
～２５日～２５日はは

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
すす

運
動
期
間
で

運
動
期
間
で
すす

西
部
地
域
セ
ン
タ
ー

西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
でで

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
改
修
工
事
を
行
い
ま

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
改
修
工
事
を
行
い
ま
すす

東
久
留
米
の
名
木
百
選
紹

東
久
留
米
の
名
木
百
選
紹
介介

№

～
№

№　

～
№　

５３５３

５６５６

女性に対する
暴力根絶のた
めのシンボル
マーク

　

月　

日
～　

月
１
日
は

１１

２５

１２
犯
罪
被
害
者
週
間
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